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八代の“水”をテーマに「生物」「環境」「防災」のテーマで学び、
意見交換を行い環境保全意識を高めます。

球磨川河口

青少年水サミット2021 in八代

主催／次世代のためにがんばろ会（河川協力団体）
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100年前の八代平野、球磨川河口、前川河口、八代海の様子

現在の八代平野、球磨川河口、前川河口、八代海の様子



　「青少年水サミットin八代」の開催に当たり一言挨拶申し上げます。

コロナ禍という厳しい状況の中にもかかわらず、オンラインを活用して、本サミットが開催されること

について、主催者の「次世代のためにがんばろ会」をはじめ、関係者の多大な努力に敬意を表するととも

に、心よりお慶び申し上げます。

　気候変動の影響によって、日本のみならず全世界で異常な洪水や渇水などが頻発し、私たちの生活や

経済活動に大きな影響を与えています。 ここ球磨川流域も昨年の豪雨災害により大きなダメージを受

けました。まだまだ復旧・復興の途上にあると伺っています。 被災された方々にお見舞い申し上げます

とともに、一日も早く元通りの生活が取り戻せるよう、心から願っています。

　私が理事長を務める水資源機構は、日本の主要な7水系において「安全でおいしい水を安定して安く

お届けする」という経営理念の下、ダムや用水路の建設や管理を行う組織です。 昨今の気候変動に起因

する渇水の頻発化や豪雨の激甚化といった水に関する地球規模の課題に対しても、これまでに蓄積し

た知識や経験を活かして、アジアを中心とした海外の水に関する課題の解決やSDGｓの達成に貢献し

ています。そして、アジア太平洋水フォーラムを構成する機関のひとつとして、来年4月に熊本市で開

催される第4回アジア太平洋水サミットに協力しています。

　「青少年水サミット2021in八代」は、大変内容の濃い、意義深いものとなっていますが、その目的の一

つとして、青少年による水環境の保全意識の向上を図り、その成果を第4回アジア太平洋水サミットの

場で発信することを目指しています。 サミットに先立ち今年の7月に高校生がメンバーとなって結成

された「エコユースやつしろ」は、「水」を学び次世代に繋げる担い手として活動を継続しています。 こ

の若い力が、このサミットの成果を踏まえて、アジア太平洋水サミットの場で国内外に向けて大いに発

信してくれることを期待しています。

　さて、「水」は私たちに恵みを与える一方で、水害などの脅威をもたらします。特に、気候変動の影響に

より水災害はますます激しさを増す中、その対応策として「流域治水」の必要性が高まっています。 流

域治水は、流域のあらゆる関係者が、主体的に取り組むことによって実現します。 その中で、流域にお

住まいの方々の取り組みがますます重要になってくると思います。 そして、流域住民をサポートし

リードするNGOの役割もますます重要となります。 幸いにも九州地方は河川協力団体をはじめ川に

関わる団体の活動が活発です。 このサミットに参加する若い人たちが団体の活動に参加してこれから

の担い手となってくれることを願っています。

　最後に、このサミットが実り多い会となることと、ご参加の方々のご健勝を祈念してお祝いの挨拶と

させていただきます。

水資源機構  理事長　金尾　健司　

青少年水サミット2021㏌八代

あいさつ
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青少年水サミット2021㏌八代

・土木は優しさをカタチにする仕事

・球磨川河口のいきもの

・日本の干潟をアジア太平洋目線で考える

・有明海の干潟活動拠点施設における取組み

Session1 / 生物

干潟と生きもの

・「青少年水サミット2021 in 八代」　あいさつ

・目次

・「青少年水サミット2021㏌八代」 体験型学習会開催に寄せて
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・持続可能なライフスタイル

・放置竹林対策で竹を食べる?!

　～北九州における事例紹介～

・マイクロプラスチックごみ問題

・熊本県の不法投棄の現状

Session2 / 環境

自然回復
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9P

10P

11P

・噂の土木応援チームデミーとマツ

・防災＋持続的で豊かな地域の実現へ

・近年の水害における初動対応

・八代の土木治水史と干拓について

Session3 / 環境

八代の土木治水の歴史と災害対応

12P
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15P

・講師プロフィール

・Photo Report

・MEMO
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日時: 10月24日（日）13:00～15:15　
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　八代には一級河川球磨川が流れ、流域に降った雨は球磨川の流れ

となり、その一部は伏流水、地下水となり、人々に恩恵を授けていま

す。 また、球磨川河口の両岸には、日本ではこの50年で80％が失わ

れてしまった貴重な干潟が広がり、絶滅危惧種など渡り鳥が毎年休

憩のために、ここを訪れます。

　八代平野部の殆どが干拓地であり、生活用水は球磨川の水と地下

水に頼っています。 川と水は、地域の生活にとって身近な存在では

あるものの、川に親しむ文化はあまり定着していません。 また、低

平地でもあり水害リスクが非常に高いにも関わらずその意識は低

い状況であります。 こうした理由から、八代市民に対し、「水」に関

する企画を設けることが大事だと考えます。 折しも、来年、熊本市

内で「第4回アジア・太平洋水サミット」が開催されます。  

　これを契機に、青少年や市民に水環境問題や干潟の環境保全意識

を高めて水サミットを盛り立てていきたいと思います。

　そこで、水環境や干潟に関する、正しく広範な知識・情報を青少年

および市民が学べるように、教育関係者や専門家の協力を得て、水

に関する様々な分野の学びを提供し、地域の環境保全に向けたアク

ションに繋がるよう本企画を実施します。

次世代のためにがんばろ会

代表　松浦　ゆかり

「青少年水サミット2021㏌八代」に
 向けた体験型学習会

ECO Youth
Yatsushiro

エコユースやつしろ
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■プロフィール
　(株)インフラ・ラボ代表取締役。1970年長崎県佐世保市生まれ。 
橋の設計・維持管理、および地震/噴火/豪雨災害等の災害調査を
専門とする土木技術者、研究者。 大学、高専の講師をつとめるかた
わら、東京、横浜、大阪における舟遊びガイドや、噂の土木応援チー
ムデミーとマツとして、子どもたちに土木についての本物現場体験イベ
ントを開催している。 モットーは「土木は優しさをかたちにする仕事」。 
趣味は、読書、土木写真撮影と歴史散歩。 51歳。
　博士（九州大学）、技術士(総合技術監理、鋼構造及びコンクリー
ト、道路)、土木学会上級土木技術者(橋梁)、VEスペシャリスト、道
路橋点検士、１級土木施工管理技士、第二級陸上特殊無線技士、
防災士。 日本建築学会員。 噂の土木応援チームデミーとマツ共同
代表/土木の妖怪マツ。 (一社)ツタワルドボク理事副会長、(株)サザ
ンテック執行役員上席技師長、(株)ディレットプラス顧問。
　主な受賞歴は、土木学会土木広報大賞(教育教材部門 準優秀
賞)(2019年)、土木学会土木広報大賞(優秀賞)(2018年)、国土交
通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所長表彰(2016年)、東北
地方整備局三陸国道事務所長表彰(2012年)、土木研究所理事長
表彰(津波実験・被害分析)(2012年)、東京都西多摩建設事務所
長感謝状(2011年)、JCI賞(作品賞)(2011年)、PC技術協会作品
賞(2011年)、内閣府沖縄総合事務局長表彰(2006年)。

■講師／人材育成
・大分工業高等専門学校 非常勤講師(2020年～現在)
・ふくおか教養塾 特別顧問/講師(2020年～現在)
・宮崎県建設技術センター 講師(2015年～現在)
・鳥取県建設技術センター 講師(2020年～現在)
・大分県建設技術センター 講師(2020年～現在)
・長崎大学 インフラ長寿命化センター 外部講師(2015年～現在)
・愛媛大学 防災情報研究センター 外部講師(2017年～現在)
・山口大学 社会基盤マネジメント教育センター外部 講師(2016～2019年)
・大分県津久見市議会 議員研修講師(2020年)
・JICAジンバブエ国 橋梁維持管理技術移転講師(2016年)
・JICAベトナム国 斜張橋設計施工技術移転講師(2010年)
・JICA開発途上国 技術人材育成講師(2016～2021年) 他

■主な委員会／学協会活動（2021年10月現在）
・国土交通省 九州川の風景フォトコンテスト審査員(2020年～)
・福岡北九州高速道路公社50周年トシコーフォトコンテスト審査員(2021年)
・土木学会 地震工学委員会 委員(2008年～)
・土木学会 土木図書館委員会 委員(2021年～)
・土木学会 土木学会誌 編集委員(2020年～)
・土木学会 WEB版土木情報誌編集委員会委員長/編集長(2021年～)
  https://from-doboku.jp/
・土木学会 インフラメンテナンス総合委員会九州-沖縄WG幹事長(2021年～)
・土木写真部 福岡支部長(2014年～)
・マンホール探検隊 九州支部長(2019年～)
・九州橋梁・構造工学研究会 令和2年7月豪雨による橋梁被害を踏ま  
  えた災害に強い橋梁設計に関する研究分科会委員(2021年～)

Session1/生物

干潟と生きもの 土木は優しさをカタチにする仕事

松永   昭吾  氏      株式会社インフラ・ラボ代表取締役

■国内外の主な作品(橋梁)

連絡先　株式会社インフラ・ラボ
〒813-0013  福岡市東区香椎駅前２-11-21  THE R 601号
電話 092-410-7170    FAX 092-410-7177
携帯電話   080-8394-2079  
LINE.ID   shogo.brucke
メール   matsunaga@infrastructure-lab.com
Facebook    https://www.facebook.com/shogo.brucke
Twitter    https://twitter.com/shogo_brucke
note    https://note.com/matsu_bridges
Instagram 
[橋]   https://www.instagram.com/matsu.bridges/
[軍艦島]   https://www.instagram.com/gunkan.island/
[土木]   https://www.instagram.com/matsu.doboku/　
[マンホール蓋]   https://www.instagram.com/matsu_manhole/
[土木飯]   https://www.instagram.com/matsu.dobokumeshi/ 
[百年(紀寿)橋梁]   https://www.instagram.com/bridge_1920/
[都市高速設立50周年]   https://www.instagram.com/toshikoh.50/
アメブロ   https://ameblo.jp/shogo-brucke
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■球磨川河口は生物多様性の宝庫
　九州山地に源を発する球磨川が八代海にそそぐ球磨川河口
には広大な干潟が形成され、一帯は多様な生物の生息・生育地
となっています。 野鳥類ではシギ・チドリ類、カモ類、カモメ類など
160種が記録されています。 また、カニ類、貝類、海藻などの生物
の多様性も豊かで、環境教育の場としても重要です。さらに漁業
資源に富んだ地域でもあり、活発な漁労活動が続けられ、河口
左岸には国指定名勝「水島」があります。球磨川河口は、まさに
自然と文化が融合した私たちの宝物になっています。
　今回の講演では、球磨川河口の干潟を主な生育・生息場所と
する、シギ・チドリ類、スナガニ類、二枚貝類、巻貝類、塩生植物を
中心に、球磨川河口の生物を紹介します。

■シギ・チドリ類： 地球を旅する鳥たち
　シギ・チドリ類は地球を旅する鳥です。 春期（4・5月）は繁殖地
のシベリア・アラスカなど北の地域へ、秋期（8･9月）は越冬地の
オーストラリア・ニュージーランドなど南の地域へ旅します。 その途
中、採餌や休息のために八代海・球磨川河口の干潟を訪れます。
越冬する種類もいます。 キアシシギやソリハシシギは春期と秋期
に、チュウシャクシギは春期に、ハマシギは春期と冬期に飛来す
るなど、種によって時期をずらして干潟、水田や渚を利用します。 
八代海では、球磨川河口、氷川河口や砂川河口などの干潟で多
く見ることができます。

■カニ類： 干潟のダンサー
　干潟には、いろいろな種類のスナガニ類がいます。 どのカニも
干潟に掘った巣穴に住んでいますが、中には巣穴を追い出され、
干潟の上を歩き回っているカニもいます。 繁殖期は主に夏で、こ
の時期になると、オスのカニは、ハサミを振ってダンスを踊るように
なります。 ダンスの踊り方は、種によって異なっていますが、このダ
ンスには、威嚇やメスに対する求愛の役目があるようです。

■二枚貝： 多くの種類が球磨川河口で減少
　干潟には、多くの二枚貝が生息しています。球磨川河口でも、
砂っぽい場所にはマテガイ、ハマグリなどが、砂と泥が混じるよう
な場所ではアサリ、タイラギ、ユウシオガイなどが生息しています。 
また、今ではほとんど見られなくなりましたが、ハイガイやササゲミ
ミエガイ、アゲマキなどは泥っぽい場所が好きな二枚貝です。 食
用になるので、名前を知っている方も多いと思いますが、球磨川
河口では多くの二枚貝が激減しています。

■巻貝： 増加傾向にあるゴマフダマ、イボウミニナ
　干潟には、巻貝も多く生息しています。二枚貝の多くが砂泥に
潜るのに対して、巻貝の多くは干潟の表面に生息するので、よく目
につきます。 彼らは二枚貝と同じように干潟の底質で棲み分けて

Session1/生物

干潟と生きもの 球磨川河口のいきもの

逸見  泰久  氏　熊本大学  くまもと水循環・減災研究教育センター教授

いますが、二枚貝ほどはっきりとした傾向はありません。 多くの種
が砂泥から泥の広い範囲に生息しています。ただ、ゴマフダマ、ワ
カウラツボ、カワアイ、ウミマイマイなどは泥っぽい干潟に、マツテンス
マツムシ、アカニシ、テングニシは転石のある干潟に多いようです。
以前は希少種であったゴマフダマとイボウミニナですが、近年、
八代海北部では増加傾向で、普通に見られるようになりました。

■塩性湿地の動植物
　フクドやハママツナなどの塩生植物の生育する、潮の満ち引き
の影響を受ける海岸の湿地を塩性湿地と言います。 ただし、塩分
が高いと多くの塩生植物は生育できないため、塩性湿地は主とし
て、淡水の流入する河口や海岸の湧水地に見られます。 塩性湿
地は、塩分・温度・湿度が大きく変化し、また洪水や波浪に晒され
る厳しい環境のため、特殊な植物しか生育できません。 また、動物
も塩性湿地特有の種類（シマヘナタリ・センベイアワモチ・ハマガ
ニ・アリアケガニなど）が多く見られます。

チュウシャクシギ（シギ・チドリ類）。
春に球磨川河口に飛来する。

ハクセンシオマネキ（スナガニ類）。
左右いずれかに、巨大ハサミを持つ。

アゲマキ（二枚貝）。 八代海では、ほぼ
絶滅。

ゴマフダマ（巻貝）。 八代海北部で増
加傾向。

球磨川河口右岸の塩性湿地。 紅葉し
ているのは、ホソバノハマアカザ。

ハマサジ（塩生植物）。 塩性湿地の礫
地に多い。

クロヘナタリ（巻貝）。 塩性湿地周辺
の泥地に多い。

センベイアワモチ（巻貝）。 塩性湿地
に多い、殻を持たない巻貝。
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■日本の干潟
　・アジアとしては先行的に近代化、高度経済成長したた
　  め、干潟が消失。
　・開発と保全、人工化、地形管理（侵食）の課題山積。

■アジア太平洋水サミット開催の意義
　・2003年　世界水フォーラム・京都
　・2007年　アジア太平洋水サミット・別府
　・2022年　アジア太平洋水サミット・熊本

　2022年は重要テーマとして、陸と海の水を統合的に考え 
　る方向。

■アジアの特徴
　・沿岸都市が低平地に広がる
　・都市形成  ―  海運の港湾開発　工業地域
　・農地拡大  ―  米作
　・開発パターンが類似

■生態系保全も国際的に
　・渡り鳥のフライウェー　まさにアジアの沿岸部を通る
　・希少生物　カブトガニ

■気候変動
　・豪雨や台風の増加や大型化
　・陸からの土砂流入、浸食の激化のバランス
　・海面上昇

■今後の課題
　・同じ海岸線を維持するのか？
　・セットバック　海岸線を陸側に移動させる
　・移住や移転　

■未来の干潟にむけて
　・低平地の湿地利用　
　・過去に学ぶ
　・粗放的混合養殖、養魚場と生態系保全

Session1/生物

干潟と生きもの 日本の干潟をアジア太平洋目線で考える

清野  聡子  氏　九州大学工学研究院環境社会部門

6

東京湾奥の干潟の開発での変化。　
1948年は自然な地形、2000年には埋立や掘削で地形が壊さ
れている。

絶滅危惧生物のカブトガニ

1948年

2000年



1. はじめに
　有明海は絶滅危惧種のシギやチドリといった水鳥が数多く飛
来し、荒尾干潟（熊本県荒尾市）、東よか干潟（佐賀市）、肥前鹿
島干潟（佐賀県鹿島市）の３湿地は、水鳥が生息する重要な湿地
を国際的に保全する「ラムサール条約湿地」に登録されています。
　このラムサール条約登録３湿地において、各拠点施設を中心に
様々な環境保全活動や、普及啓発が盛んに行われており、今回球
磨川河口で活動する高校生や市民の皆さんへこれらを参考事例
として紹介したいと思います。

2. 有明海の各干潟活動拠点施設について
①荒尾干潟水鳥・湿地センター
　令和元年８月に環境省の施設として熊本県荒尾市蔵満に開設
されました。 木造２階の建物には、有明海の干潟を再現した干潟
水槽等を活かした生物の展示や、伝統漁法「マジャク釣り」の疑
似体験ができるコーナー、体験キッチンや温水シャワー等施設が
整備されています。
　荒尾干潟では、この施設が開設される以前より市民によるボラ
ンティアの活動が盛んに行われており、干潟観察会や夏休みの工
作教室をはじめ、開設後は定期的に荒尾干潟の素材を使ったク
ラフト教室の開催や、団体受入れ時のガイドツアーや体験プログラ
ム等を市民が独自にガイド部会を立上げ受入を行っています。
　令和２年からは、荒尾干潟の「テーラー」(耕うん機に荷台を付
け干潟の海床路(かいしょうろ)上を走る乗り物)を使った体験イベ
ントが本格的にスタートされ、荒尾干潟の魅力ある素材として新
たな注目を得ています。

②東よか干潟ビジターセンター／ひがさす
　令和２年１０月に佐賀市の施設として佐賀市東与賀町の東よか
干潟の隣接地に開館しました。 東よか干潟に関する展示や映像
のコーナーや、２階展望棟からは広大な有明海や後背地の佐賀
平野の田園風景等を一望できます。 
 また、秋に赤く紅葉する塩性植物シチメンソウが干潟に群生し、
多くの観光客で賑わいます。
　館内ではさまざまなイベントが催されており、潟泥を使った「がた
どろだんごづくり」や、漂着する海洋プラスチックごみを使った「プラ
ごみアート」等のワークショップをはじめ、渡り鳥シーズンには「シギ
チフェス」と題した野鳥観察会や全国のバードウォッチャーとオンラ
インで交流するイベントも実施されています。
 学生も参加している東よか干潟ボランティアガイドも積極的に活
動しており、開設間もない施設ですがこれらの活動が施設の来館
者増につながってきています。

③鹿島市干潟交流館　なな海
　平成30年4月に鹿島市の施設として佐賀県鹿島市音成の道の
駅鹿島内に開設されました。 同地は干潟の大運動会鹿島ガタリ

Session1/生物

干潟と生きもの 有明海の干潟活動拠点施設における取組み

中村  安弘  氏　荒尾干潟水鳥・湿地センター長

ンピックの開催地として有名で、１階は泥で汚れた体を洗い流すこ
とができる温水シャワーがあり、２階には眺望デッキ、有明海やラム
サール条約、体験型観光等を紹介する展示パネルや有明海のミ
ニ水族館等があります。
　また、開設時より佐賀大学農学系の特任助教が指導員として
在籍し、ミニ水族館の管理指導や理科教室も開催されています。
　この干潟交流館を拠点として、子どもラムサール観察隊の環境
教育活動や、夏休みを中心に行われる干潟体験と環境教室を合
わせたイベントは好評です。
　これら事業を企画する鹿島市役所ラムサール条約推進室は、環
境、観光、教育等に多角的に取り組み、ラムサール条約の理念に掲
げられている「賢明な利用」を反映した市の組織として注目されて
います。

おわりに
　今回紹介した有明海のラムサール３湿地では、定期的に各市
担当者が出席する連携会議の開催や、各拠点施設を巡回する企
画展の開催といった「有明海のラムサール条約湿地」を意識した
取り組みが行われています。 また、各湿地で活動する学生と市民
との交流がさらに促進されることにより、有明海全体が干潟環境
教育の先進地として盛り上がり未来に向けた展望が拓けていくと
期待されます。

荒尾干潟水鳥・湿地センター　 荒尾干潟テーラー体験会　

鹿島市干潟交流館  なな海　 肥前鹿島干潟   干潟体験

東よか干潟ビジターセンター  ひがさす ワークショップ　
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　第２セッションのコーディネーターを務めさせて頂きます。どう
ぞ宜しくお願いします。
　私は、教育学部で家庭科教育の講義を担当しています。 この
サミットに参加される青少年の皆さんは、学校の授業で家庭科
を学ばれているので、学習内容として「持続可能な消費生活」が
含まれていることをご存知だと思います。
　私たちの生活は自然の恩恵を受けて成り立っていますが、今
日の環境問題は、そのことを蔑ろにした結果生じたものなのか
も知れません。 地下水や河川、海の水質問題や生物多様性へ
の悪影響も同様です。 どうしたら自然の恩恵を大切にして、次世
代まで受け継いでいけるのか。 そのためには、私たちの日々の
生活を持続可能なライフスタイルに変えていくことが重要です。
私は、家庭科の授業でこのことを伝えるための授業開発や教
材作成などの研究を行っています。
　さて、皆さんは、SDGsという言葉を聞かれたことがあると思
います。 2015年に国連で採択された「持続可能な開発目標
（SDGs：Sustainable Development Gosls）」には、2016年から
2030年までの15年間に国際社会が取り組むべき17の目標と、
それらに伴う169のターゲットが掲げられています。
　SDGs を推進するためには、国や地方自治体、企業、市民団
体などの各ステークホルダーが連携・協力しながら、SDGs を自
分事として捉える国民・市民一人ひとりの取組とつながり、相乗
効果を生み出すことが不可欠です。 こうした観点から、教育分野
については、小学校は 2020 年度から、中学校は 2021 年度、高
校は2022年度から全面実施される新しい学習指導要領に掲
げられているとおり、一人一人の児童生徒が、持続可能な社会
の創り手となることができるようにすることが、これからの学校
に求められています。
　国や地方自治体が策定する環境基本計画においては、
SDGsの達成を目指して、全員参加型のパートナーシップを促
進する取組みが重視されています。 2019年に策定された「第2
次八代市環境基本計画」にも、環境目標や施策の方向性にお
いて反映されていますので、是非一度読んでみて下さい。
　今回の水サミットでは、各セッションのテーマに関係する
SDGsの目標が示されています。 私は、各パネラーの講演内容
との具体的な繋がりに着目しながら拝聴し、参加者される青少
年の皆様方の積極的な質問や意見に期待したいと思います。

Session2/環境

自然回復 持続可能なライフスタイル

コーディネーター　宮瀬  美津子 先生 （学識会員）　熊本大学大学院教育学研究科・教授

http://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00310317/index.html
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　北九州市内の竹林面積は約1,500haであり、市町村単
位では全国有数の広さを誇る。 特に小倉南区の合馬地
域では、赤褐色の粘土質土壌が広がっていることからタケ
ノコの生産が盛んで、「合馬たけのこ」としてブランド化を
確立している。合馬たけのこは、軟らかくて苦味が少ないこ
とから、九州だけでなく関西方面の市場でも高い評価を得
ている。
　一方で、侵入モウソウチクによる里山の荒廃が深刻な問
題となっている。 モウソウチクの生長は樹木の中でも特に早
く、地下茎は6～8m/年の速度で地表表面付近を横方向
に、樹高はわずか2～3ヶ月で10～20mにまで生長する。人
工林や広葉樹林と比べても繁殖力は強く、密集して生育
することに加えて生長した後に葉を出すことから、他の植
物に光や空間不足をもたらす。 最終的には、ほぼモウソウチ
クの単一林相となり、水源涵養機能や土砂崩れ防止機能
の喪失により、周辺の田畑の荒廃や住宅の地盤劣化等を
もたらすことが知られている。
　バイオマスという観点からみても、モウソウチクはリサイク
ル可能な優れた生物資源といえる。同じタケの仲間である
マダケやハチクなどは数十年サイクルで枯死するのに対し
て、モウソウチクは地上部が枯死することなく半永久的に再
生を繰り返す。 モウソウチクは北九州地域において、山地生
産力の極めて高い林分であり、標準伐期齢に達したスギや
ヒノキの重量に匹敵するともいえる。
　また、タケノコ栽培においても1～3年生のものを残し、4
～5年生のものを切る等の本数管理が必要となることから、
北九州地域におけるモウソウチク林の整備は急務の課題
である。現在、切り出されたモウソウチクは北九州市森林
組合が中心となって、竹酢液、竹炭、竹炭石鹸等の製造・
販売を行っているが、モウソウチクの利活用には新しい用
途の開発が不可欠である。
　モウソウチク稈は食物繊維が無水物換算で100gあたり
94.2gもの量を占めていることから、この特性を活かしてモ
ウソウチク稈を食物繊維強化剤として食品産業に利用す
る研究を開始した。
　粉砕メーカーの協力により、2011年4月にモウソウチク稈
の食用粉末（以下、竹粉）の第一号開発品が完成した。 当
時研究室に在籍していた10名ほどの学生に、モウソウチク

Session2/環境

自然回復 放置竹林対策で竹を食べる?!～北九州における事例紹介～

森田  洋  先生（会顧問）　北九州市立大学 教授

粉末を1袋ずつ渡し、創作料理を作って持ち寄るように指
示を出した。学生たちのアイデアは様々で、ケーキやまんじ
ゅう、グラタン、天ぷら、うどん、わらびもちなど、竹粉を使っ
た多くの料理が集まった。 持ち寄った料理を試食しながら
学生たちと議論をした結果、小麦粉などの穀物粉の替わり
に使用したときに竹粉繊維の「ざらつき」が軽減されること
から、ファイバーブレッド（竹粉パン）として利用するのが良い
のではという結論に至った。 しかし、この料理コンペで思
わぬ課題となったのが、モウソウチク稈の「灰汁」である。 
少量の竹粉を味見した時点ではあまり味を感じなかった
が、竹粉料理として食べ進めていくと徐々に口のなかにえぐ
みが広がっていった。確かにタケノコにも灰汁があり、食べ
るときには重曹などで灰汁抜きを行う。この竹粉にもタケノ
コと同様に灰汁抜きの工程が必要なことがわかった。
　その後、2014年２月にテレビ報道でこの研究を知ったク
ラウン製パン株式会社からのアプローチで、竹粉を活用し
たパンの共同開発がスタートし、2015年2月に「竹粉ラスク」
の商品化に至った。
　共同開発に当たっては、北九州市（食の魅力創造・発
信室）がコーディネートを行い、竹の供給には北九州市森
林組合が、竹の微粉砕には北九州市の㈱セイシン企業が
参画し、オール北九州の取り組みで、これまでにない食品
が誕生した。 この「竹粉ラスク」がきっかけで竹の食用化が
進み、放置竹林対策の一助になればと期待している。

モウソウチク稈粉末（竹粉）
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自然回復 マイクロプラスチックごみ問題

伊藤  浩子  氏　全国川ごみネットワーク 事務局

　2、3年前から海のプラスチックごみ問題について多く耳にする
ようになり、皆さまも「マイクロプラスチック」についての関心が高ま
っているのではないでしょうか？

■町のごみは川から海へ
　私たちは、軽くて、丈夫で、どんな形にもなるプラスチックを便利
にたくさん使っています。　しかし、そのプラスチックが、きちんと処
理されずに排出されてしまい問題となっています。　ポイ捨てでな
くとも、リサイクルボックスがいっぱいだったので、その脇に置いた
つもりのごみや、自分はきちんと分別してごみ収集に出したつもり
でも猫やカラスのしわざで町に散らばってしまうごみもあります。　
これら私たちの生活から出て散乱してしまったごみは、雨や風な
どで低いところへ運ばれ排水路に入ってしまい、水路から川へと
流れ出ます。　干潟を覆うようなごみによって生きものが棲めなく
なってしまうところすらあります。 その川のごみも拾われないと海
へと流れ出ます。太平洋では、海流によってごみが集まりやすい場
所もあり、ごみによる生きものたちへの被害も数多く報告されてい
ます。海から遠い町なかでも、日本中の川でも、このようなごみ問
題に無関係ではありません。

■マイクロプラスチックの影響
　私たちが食べている魚介類や水などには微量のMPが含まれ
ているかもしれませんが、現在の量では過度に恐れることは無い
と言われています。 しかし、MPは有害な汚染物質を吸着する性
質があるので、MPを食べたプランクトンを小魚が食べ、さらに大
型の魚が食べるといった食物連鎖の中で有害物質が高度に濃
縮されて運ばれ生態系に影響が発生することが懸念されています
。 また、水槽の魚に高濃度のMPを与え続けると、成長障害などの
影響が表れることが報告されています。 この高濃度な状態は現在
水槽の中の世界でしかないのですが、このままプラスチックごみが
増え続けてしまうと、この水槽内のように海洋生物にダメージが現
れるほどの高濃度となる海域が現れることが研究者のシミュレー
ションで予測されています。 このままプラスチックが大量生産され
大量消費・廃棄されると漏れ出てしまう量も増え続けます。それに
よる生きものたちへの影響が生じてしまうことも懸念されています。

■未来に向かって
　ごみによって生態系に悪影響が出てしまう前に私たちは何らか
の対策をして予防をしなくてはなりません。 まずはプラスチックを削
減することが大切です。 また、出てしまったごみは拾えるうちに拾う
ことの両輪が大切です。 加えて、多くの人に伝え、広げたり、応援す
ることで、プラスチックごみ削減が当たり前になる社会に向かいま
しょう！

■マイクロプラスチック散乱の現況
　最近は多くの方に知られるようになった「マイクロプラスチック」
もさらに大きな問題を抱えています。 5mm以下のプラスチック片を
「マイクロプラスチック」(以下MP)と呼びます。 海中だけではなく、
町の中の壊れたポリバケツや三角コーンの近くや壊れた洗濯ば
さみのそばで粉々になっている粒を見ることもあります。 そして、川
では紫外線や風や水流などで粉々になったり、どこからか運ばれ
てきたMPが見られます。 中でも、人工芝や足ふきマットのような
緑色の破片が多く見られます。 また、被覆肥料カプセルといって、
主に水田などで使用し肥料部分が日数をかけて溶け出した後の

プラスチックの殻が、川や海に大量に流れ出ていることも問題と
なっています。
　今では、日本中のほとんどの川でMPが検出されています。 また、
MPは、人の生活とはほとんどかけ離れている南極海から、スイス
アルプスの高山に至るまで地球上の隅々まで拡散していることを
研究者たちが発表しています。 いまや大気や水道水やペットボト
ル水からもMPが検出されています。

(写真1) リサイクルボックス
の脇に置かれたごみ

(写真2) 町の排水路 (写真3) 河川に集まるごみ

(写真4) 川で回収されたプラスチックの破片とマイクロプラスチック
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自然回復 熊本県の不法投棄の状況

木村  靖弘  氏　熊本県環境生活部循環社会推進課  参事

1.  はじめに
　大学の学生時代に漠然と「都市化」の問題を考えた頃
があります。これから何が課題になるんだろうと考えた時に
２つの課題が頭に浮かびました。 ひとつはごみ問題であり、
もう一つは道路（渋滞）問題でした。
　どちらも、人間が快適に生きていくうえで解決しなければ
ならない課題だと思っていました。
　５年前、熊本地震が起きたとき、水の確保・復旧に関して、
たくさんの人が上水道の復旧に投下されましたが、普段の
生活スタイルが戻ったのは下水道も復旧してからのことで
した。 水を使うこともそうですが、いつもは当たり前のことと
思っていることが、始まりから最後まで１本の糸としてつなが
っていることを強く感じた出来事でした。
　結局、地球という閉じた空間で暮らしていく生き物として
は、自分の目の前から物がなくなればきれいになったという
ことで考えを止めず、良いリサイクルを作り出し、併せて、今
生活している私たちが資源を使い尽くさないよう配慮するこ
とについても再考し、環境を改善・維持していくことが大切
なことだと考えを新たにしたところでした。
　映画、バック・トゥ・ザ・フューチャー２では、デロリアン（車
型タイムマシン）の燃料にごみを使っている場面があります。
　今まさに、その新時代が幕を開けようとしていて、ごみの
燃料化が本気で研究されています。
　私達の会話の中では、「ごみを宝物」「廃棄物を資源」に、
という場面が出てきています。 このことが、近い将来、実現す
ることを願っています。

2.  熊本県の不法投棄の状況

　（１）ごみの種類

　　１）ごみには、産業廃棄物と一般廃棄物がある

　　２）不要かどうかが廃棄物の分かれ目

　（２）不法投棄とは

　　１）法律の規定

　　２）不法投棄したらどうなるか

　（３）不法投棄の状況

　　１）全国の状況（環境省資料）

　　２）熊本県の状況（循環社会推進課）

　　３）不法投棄の具体例（近年の写真）

　（４）不法投棄の対応基本

　　１）早期発見、早期対応が早期解決のカギ

　（５）熊本県の取組み

　　１）廃棄物１１０番

　　２）監視体制強化

　　３）不法投棄対策連絡会議

　　４）合同パトロール

　（６）今後の課題

　　１）国際環境が廃棄物量の動向に影響

　　２）３R（リデュース、リユース、リサイクル）の促進

350

300

250

200

150

100

50

0
H27 H28 H29 H30 R1 R2

257

239 241 238

272

223
243

71 89 89 57
40 32

241 240 206 235 243

当該年度発生分 改善件数前年度からの繰越分

《廃棄物の分類》 《熊本県の不法投棄状況》
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■活動名：デミー博士

長崎大学大学院工学研究科、
噂の土木応援チームデミーとマツ、土木写真部
土木学者/土木PRタレント/YouTuber
1979年生/福岡県出身/博士（工学）・防災士

■主な受賞歴

2019年 土木学会土木広報大賞準優秀賞
2018年 土木学会土木広報大賞優秀賞
2018年 国土技術開発賞二〇周年記念創意開発技術大賞
2017年 第一回メンテナンス大賞特別賞
2017年 国土交通大臣表彰　国土技術開発賞 
           創意開発技術賞 （2017年8月）
2015年 グッドデザイン賞「軍艦島３Dプロジェクト」

■現在の主な委員会活動

・公益社団法人土木学会Web情報誌
  『from DOBOKU』編集長
・公益社団法人土木学会土木学会誌編集委員
・公益社団法人土木学会知の体系化小委員会委員
・長崎県小値賀町審議委員
・道守養成ユニットの会特命アドバイザー

Session3/防災

八代の土木治水の歴史と災害対応 噂の土木応援チームデミーとマツ

■主な執筆・連載

・（共著）今と昔の長崎に遊ぶ（九大出版社）
・長崎県土木部DOBOC通信（連載）2021年7月号から
・日経アーキテキチャー2月11日号
  「軍艦島崩壊のカウントダウン」
・全建シャーナル(連載)
  「デミー博士が教える成功する土木広報の極意」
・月刊ガバナンス(連載)「土木写真部が行く」

■主なメディア出演

・NHKワールド
・TBSクレイジージャニー
・フジテレビめざましテレビ
・テレビ東京 仲間由紀恵の蒼い地球９
  ～世界遺産を目指せ！環境の守り人たち～
・日経新聞(誌面、WEB)
・LINE ニュース
・Yahooニュース
  など1000件以出演&掲載

コーディネーター　出水  享（でみず あきら） 氏    長崎大学大学院工学研究科
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1. 流域治水って何？
　地球温暖化により豪雨による浸水被害が国内外

で発生しています。河川の幅を広げたり、ダム建設

が検討されています。これに加え、流域全体で、住

宅等の敷地に降った雨を地面に浸透しやすくした

り、田んぼや学校のグランドに水をためることによ

って、川に流れる雨水の量を減らす取り組みが注目

されています。このような流域全体で治水対策を行

う取り組みは“流域治水”とよばれています。 熊本県

は、球磨川での流域治水の取り組みを“緑の流域

治水”と名付け、治水だけでなく、環境保全、まちな

み、くらしを向上させようとしています。みんなで協

力して、もっともっと魅力的な球磨川や持続的で豊

かな地域の実現にむけ作戦をみんなで考え進め

ていきましょう！　

防災＋持続的で豊かな地域の実現へ
Session3/防災

八代の土木治水の歴史と災害対応

皆川  朋子  氏　熊本大学  先端科学研究部　

2. 球磨川の恵み“アユ”の生態と
     環境DNAを使用した新たな調査方法
　私たちは球磨川からたくさんの恩恵をうけてい

ます。 その一つにアユがあげられます。 今日はアユ

の生態、新たな生息量調査手法である環境DNA

分析、環境DNA分析をつかった生息量や産卵場

調査の結果について紹介します。

水中や堆積物中に含まれる生物由来のDNA断片

を分析することによって、そこに生息する対象生物

の生息状況を評価する手法です。

◆アユの生態、どこにアユは生息しているの？　
　何をたべて大きくなるの？
◆環境DNA分析って何？
　水をくむだけで、生物の量がわかる？
◆環境ＤＮＡ分析によって、球磨川のどこにどの 
    くらいアユがすんでいるかわかりました！

大災害後も安心に住み続けられ、豊かな環境と
若者が残り集う持続可能な地域の実現

目 標

豊かな環境
のある暮らし

水害に安全・
安心な地域

パートナーシップで目標を達成する

若者が残り
集う地域
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田んぼダムモニタリング
のための水位計の設置

地域づくりのための WS

持続可能な地域の実現のための目標例

〈環境DNA分析手法とは？〉



１．はじめに
　災害対応に関連する用語ですが、皆さんは「初動」という言葉を知ってい
ますか？ 昨年の球磨川の水害においても、知事の記者会見などで、繰り返
しこの言葉が使われました。
　発災の直前から直後にかけて国、県、市町村をはじめ、様々な関係者が
災害への対応を行いますが、これを「初動」と言います。
　本稿では、関係者の初動対応の様子を時間軸に沿って紹介します。

２．時系列順に見た初動対応

●気象庁：気象予報に基づき、テレビやラジオ等で大雨情報を流す。
●住民：市町村が発行・配布しているハザードマップを取り出す。
　避難所や経路を確認し、持って行くものを準備する。
●国、県、市町村：洪水防御に関する各施設の点検を行う。
　ダムは、より多くの雨水を貯留できるよう事前放流を開始。
●警察・消防・自衛隊：本番を想定した準備に入る。
●地元建設業：いざという時に重機がすぐ出動できるよう準備する。

●気象庁：具体的にどの地域が危険な状態になるのかを報道する。
●河川管理者（八代では、球磨川は国土交通省、氷川は熊本県）：
　川の水位を注意深く水位計やカメラで監視し、予測システムを用いて数
　時間先に水位がどうなるかを予測する。 ある箇所が危険になると分かれ
　ば、すぐに市町村に伝える。
●市町村長（八代市長）：住民に対して「避難指示」を発令する。
　避難所のカギを開け、住民を受け入れる準備を始める。
●住民：ご家族や友人と声を掛け合って、早め早めに避難する。
　遠方に住んでいるご親戚に電話することで、その方の避難行動が促され、
　命が救われた事例も多くある。
●地元消防団：１軒ずつドアを叩いて逃げ遅れた人がいないか確認。
●地元警察：低い土地や河川の近くなど、危険になりそうな箇所を中心に
　パトロール車で巡回して、その目視情報を集約。 110番、119番通報も重
　要な情報になる。

●警察・消防・自衛隊・国土交通省：町中をパトカーで巡回する。
　ヘリコプターで被害の全容をいち早くつかもうと試みる。
　道路や河川に設置された動画カメラの映像をチェック。
　住民からスマホでアップされた災害関連映像なども活用。
　最近は、ドローンや人工衛星の映像など最新技術も活用。

●警察、消防、自衛隊、国土交通省、厚生労働省など：
　大災害の場合、警察、消防、自衛隊や、国土交通省の災害対策派遣隊
　(TEC-FORCE)など、応援部隊が遠方からも派遣される。 災害派遣医療
　チーム（DMAT）が被災地近傍に拠点を設け、重症患者から優先して高
　度医療が可能な場所へ緊急搬送する。

近年の水害における初動対応
Session3/防災

八代の土木治水の歴史と災害対応

堂薗 俊多  氏　独立行政法人水資源機構 経営企画部長

1週間前～1日前

数時間前

発災（河川が氾濫するなど）

発災直後

●国・県・市町村：日常を取り戻すため、以下の支援活動を展開。
　①避難所における被災者の生活
　②被災を受けた家屋の復旧
　③電気、水道、ガス等ライフラインの復旧
●災害ボランティアを行う上での３つの注意点
　①自分自身が必要なものは、全て自分で被災地へ持ちこむこと
　②まずは市町村の災害ボランティアの窓口に行くこと
　③被災された方々は日常の状態とは異なる点に配慮すること
●遠方にいてもできる支援
　①生活物資や義援金を送る
　②被災者を一時的に受け入れる
　③被災地の復興を経済面で支える（被災地の生産物の購入など）

３．さいごに
　普段は「安心」して生活できることに価値があり、ダムや堤防、道路などの
インフラの整備もそれを目指しています。
　しかし有事の際は普段とは異なり「安心」は禁物です。「安心したい」のは
やまやまですが、安易に「安心」などせずに「心配し、行動し続ける」ことで、
ようやく「安全」側に近づけるのです。
　しかし、無事の毎日が続いている中で、突然に起こる著しい変化を想像
するのは、人間にとって難しいことです。 そのような人間の弱点を熟知し、日
頃からの備えをむしろ習慣にすることが大切です。
　逆に人間の得意なことは何でしょう。それは苦しい試練に遭った時、そこ
から教訓を得て、共に助け合い、乗り越えて行くことです。
　本稿を通じて、水災害について皆さん一人ひとりにできることは何かを考
え、行動していただく一助になれば幸いです。

★道路啓開（車が通れるように、被災した道路を応急復旧すること）
大雨が続くと地盤が緩み、崖が崩落し、その土砂やガレキなどで道路が埋
まる。道路自体が崩落する場合もある。
代替路線がない場合は、救急車も通れず、水・食料も運べない「孤立集落」
が発生してしまう。 災害時には日常以上に道路は重要。
地元建設業者は自衛隊とも協力しつつ、2次災害に注意しながら、昼夜を
問わず道路復旧に当たる。

数日後から1ヶ月後

2019年台風19号の長時間アンサンブル予測（日本気象協会提供）

崩壊した道路の被災状況の調査 （国土交通省九州地方整備局提供）

啓開した道路を緊急車両が通行 (国土交通省東北地方整備局提供)
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■八代ってどんなところ？
　八代の地形は球磨川、氷川などが氾濫し土砂が堆積し形成さ
れた土地です。扇状地のため、地下水も豊で八代海に面し、川と
海に恵まれ、自然が豊かで、温暖な気候です。藩政時代から一国
一城令にもかかわらず、八代は城を築くことができました。幕府と
しては国防のため重要な場所でした。

■八代平野の3分の2は干拓地
　広大な干潟と八代海の干満差は干拓事業に適しており、400
年前から手掛けられ、1800年頃に最盛期を迎え、八代平野の3
分の2は干拓地となっています。岩永三五郎をはじめ種山の石工
技術と豊富な石材により、多くの石橋と干拓堤防、樋門が造られ、
その技術は現在でも引き継がれ、私たちの生活を守っています。

■球磨川の土木治水史
　球磨川の本格的な普請（土木工事）は今から約４００年前の
藩政時代から行われており、加藤清正、加藤正方、細川三斎そし
て松井家により行われて現在に至っています。その工法は巧みな
もので土木治水の神様と呼ばれた清正公の思いが引き継がれ
ているようです。

①遙拝地点において、八の字の形をした遙拝堰により、平常時は 
　左右岸へ用水の補給がなされ、堰中央部は舟運のため切り欠
　いている。 ⇒ 【用水の確保、舟運】
②八の字堰は床止機能を有し、洪水流を川の中心部に集め、流れ
　の勢いを押さえ、萩原堤には石ハネを設置し、この一帯を遊水
　地として利用している。 ⇒ 【洪水対策】

③その後、八代城下への洪水流を抑えるため、横越流方式による
敷石（旧前川堰）による洪水分流がなされ、再び野上地区一帯は
遊水池となる。 ⇒ 【洪水対策、※城下町を守る】

④溢れた流水は徳淵の津あたりで狭められた川幅により流速が増
　し、船の航路維持を図った。 ⇒ 【舟運  ※航路維持】
⑤八代城下にとっては、前川、球磨川は城の外堀であり、島津藩に
　対する国防の要所であったようである。 ⇒ 【国防】

八代の土木治水史と干拓について
Session3/防災

八代の土木治水の歴史と災害対応

川口 芳人 氏（会顧問）　一般財団法人  河川情報センター

＜球磨川下流域の洪水対策と利水の仕組み＞

治水地形分類図：過去の地形の変化等の履歴が記載された図面、
青いハッチングは河川の跡です。

かつての八の字から下流の状況

敷石（しきいし）：球磨川と前川の分流するための施設

明治33年竣工　旧郡築新地甲号樋門

昭和13年竣工　郡築二番町樋門 大鞘川の潮受け堤防

かつての萩原堤防のハネ
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講師プロフィール

コーディネーター     松永   昭吾   （株式会社インフラ・ラボ 代表取締役）
株式会社インフラ・ラボ代表取締役。 博士（工学）[九州大学]、技術士、土木学会上級土木技術者。橋の設計・維持管理、災害調査・復
旧計画を専門とする土木技術者、研究者。 大分高専などで非常勤講師、長崎大学などで外部講師をつとめるかたわら、噂の土木応
援チームデミーとマツとして、子どもたちに土木や防災についての教育、体験イベントを開催している。 土木研究所理事長表彰、
国土交通省事務所長表彰、内閣府局長表彰、土木学会土木広報大賞などを受賞。 51歳。

コーディネーター     宮瀬  美津子　（熊本大学 大学院教育学研究科 教授）
熊本大学大学院教育学研究科教授。専門分野は家庭科教育学です。 熊本市出身で、小学校から大学までずっと熊本でした。 わず
かな期間ですが、小学校の教員経験があります。 その後、短期大学勤務を経て、熊大教育学部の教員となり現在に至っています。
所属しているNPO法人くまもと未来ネット（当時は、環境ネットワークくまもと）で、県内で環境教育を実施している団体を調査
したことをきっかけに、次世代のためにがんばろ会と出会い、仲間に加えて頂きました。
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逸見   泰久   （熊本大学 くまもと水循環・減災研究教育センター 教授）
干潟・浅海域・塩性湿地の動植物、特に底生動物（ベントス）の生活史や行動生態を長年にわたって研究。 対象としてきた生物は、
チゴガニ・ハクセンシオマネキ等のカニ類、タイラギ・ハマグリ等の二枚貝、ヨシ・ヒガタアシ等の塩生植物と多様。 上天草市にあ
る熊本大学の附属施設・合津マリンステーションに勤務。 この施設は、球磨川の河口のはるか遠方にある。環境省・国土交通省な
どの委員も歴任。

清野  聡子   （九州大学 大学院工学研究院環境社会部門生態工学研究室 准教授）
海岸・沿岸・流域環境保全学、生態工学。海ごみ問題、海岸や漁場の開発と保全の調整・合意形成、海洋保護区など社会システムの研
究と実践に取り組む。 希少生物生息地の保全や再生、地域住民や市民の沿岸管理への参加、水関係の環境計画や法制度、地域の知
恵や科学を活かした保護区、持続可能な水産業を研究。 東京大学農学部水産学科卒。農学修士（水産学）、博士（工学）。土木学会企
画委員会副幹事長、日本水産学会水産環境保全委員会委員、日本カブトガニを守る会会長等。

中村  安弘   （荒尾干潟水鳥・湿地センター長）
佐賀県立宇宙科学館研究交流部主事や、鹿島市干潟展望館チーフを経て、2019年8月から現職。野鳥や有明海の河口域に関する生
態等の研究等を行っている。 また、全国各地の水族館や湿地関係機関との交流促進等も積極的に企画推進している。
東アジア・オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ国内ネットワークの渡り鳥CEPA作業部会副代表。 まえうみ市民
の会事務局補佐。 環境省シギ・チドリネットワーク湿地学習コーディネーター。 佐賀県鹿島市出身。

森田　洋   （北九州市立大学 国際環境工学部環境生命工学科 教授）
1970年名古屋生まれ、奈良育ち。 1999年九州大学大学院農学研究科博士課程修了、博士（農学）。 八代高専（当時）生物工学科助手
を経て、2001年より北九州市立大学国際環境工学部講師。 2006年、同助教授。 2014年より同教授。 立ち上げより、次世代のために
がんばろ会の顧問を務め、室内環境学会評議員、日本防菌防黴学会評議員、農林水産省地理的表示法区分別検討委員等も務める。
敷物新聞社特別功労賞（2006）、ものづくり日本大賞特別賞（2012）等受賞。

Session1/生物　干潟と生きもの

Session2/環境　自然回復



伊藤　浩子   （全国川ごみネットワーク 事務局）
約25年前に自宅に近い東京・荒川でのごみ拾いに参加して以来、川ごみに係る。公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全
国事務局）、2009年からはNPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム(2013年からは事務局長)に勤務。 2017年春に退職し、全国川
ごみネットワーク事務局を務め、ネットワークによる川ごみ削減の啓発に取り組む。環境カウンセラー（市民部門）。

木村　靖弘   （熊本県循環社会推進課 参事）
1958年生まれ。 1981年から熊本県職員。商工観光労働部での企業診断・指導業務が勤務期間の約2分の1を占める。 
中小企業診断士。 2019年4月から現職。

皆川  朋子   （熊本大学 大学院先端科学研究部社会基盤環境部門 准教授）
埼玉県出身。建設省土木研究所（現；国立研究法人土木研究所）で河川の自然環境の保全・復元に関する研究に18年間従事。 福岡大
学を経て2012年より現職。生態系に配慮した川づくり、環境DNA分析を活用したアユの生息場・産卵場評価、ダムの影響評価と河
道修復手法、流域治水による減災、自然再生、持続的な地域づくりに関する研究に取り組んでいる。

堂薗  俊多   （独立行政法人水資源機構 経営企画部長）
1967年生まれ。 1992年建設省入省。 以降、関東・中部・中国・九州及びJICA専門家としてフィリピンの河川に携わる。 
球磨川には2012年より３年半、八代河川国道事務所長として関わり、当時「八の字堰」復活プロジェクトを立ち上げた。
2017年7月内閣官房(事態対処・危機管理)内閣参事官、2019年7月九州地方整備局企画部長、2021年4月より現職。

川口  芳人   （一般財団法人 河川情報センター 福岡センター 所長／技術士（総合監理部門、建設部門））
1981年／国立八代工業高等専門学校  土木工学科卒業     1981年／建設省九州地方建設局川内川工事事務所入省
（主な役職）　・八代河川国道事務所副所長   ・緑川ダム管理所長
2019年／国土交通省退職　 2019年／一般財団法人 河川情報センター 入社
1994年に地元八代に自宅を構え、八代を拠点に各事務所にて国土交通行政に携わる。 退職後は河川情報センターにて九州沖縄管
内の雨量レーダー、水位計等の異常値に関する監視業務を行っている。
球磨川堤防沿いに自宅を構え、毎日、球磨川を眺めながら、趣味の釣りと河畔沿のジョギングを楽しんでいる。 特に釣りについて
は、夏は鮎の友釣り（経歴15年）、春秋冬は海釣り、釣りができないときは硬式テニス（経歴35年）と多忙な日々を過ごしています。

Session3/防災　八代の土木治水の歴史と災害対応
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コーディネーター     出水　享　（長崎大学）／ニックネーム：デミー
長崎大学大学院工学研究科 博士（工学）・防災士/福岡県出身、1979年生/2015年に軍艦島3Dプロジェクトでグッドデザイン賞。 
2016年にインフラ構造物の維持管理技術で国土技術開発賞(国土交通大臣表彰）。 噂の土木応援チームデミーとマツのデミーと
して子供たちに土木イベントを通して土木の使命と価値を伝える活動を実施。 （公社）土木学会土木広報大賞2018優秀賞、2019
準優秀賞。発想力・行動力・発信力が武器。  Twitterアカウント @DemizuAkira 
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ECO Youth Water Summit 2021 in Yatsushiro
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Let’s connect 
Yatsushiro 
with the World!
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エコユースやつしろ
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エコユースやつしろ

〈次世代のためにがんばろ会〉
主催／次世代のためにがんばろ会（河川協力団体）　https://www.ganbarokai.net/

共催／熊本大学 くまもと水環境・減災研究教育センター

後援／独立行政法人水資源機構、国土交通省八代河川国道事務所、八代市、八代市教育委員会

問い合わせ／E-mail：kankyo@eco-yukarin.info　TEL080-5253-5081（担当：松浦）

「ECO Youth Yatsushiro」は、河川基金、九州地方計画協会、地球環境基金、セブン-イレブン記念財団、再春館「一本の木財団」の助成を受けて実施されます
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